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研究ノート
関税公債の発行に関する一考察
戒 田 郁 夫
I. はしがき
英国の近代公債の起源は1689年の名誉革命にもとめられているが，近代的
公債制度の導入と確立には，①公信用の成立 ②貨幣資本の蓄積 ③有価証
券市場の生成，等の経済的諸要因が必要であった。
一方，英国より約180年遅れてわが国に西欧の公債制度が導入された時，こ
のような3つの経済的要因は未だ国内に存在しなかっただけでなく，すぐれ
て西欧的である公債制度そのものに対するわが国人民の拒否反応があった。
借金などという経済行為は密かに行うべきものであって，政府が公然と町人
から貨幣を借り上げ，しかもその借用証書を白昼堂々と売買する彼ら公債購
入者の商行為を公認するなどはわが国の風土に馴染まない。とりわけ長年に
わたって厳しく実行されていた幕藩体制国家の鎖国政策のもとで培われた強
固な攘夷思想に縛られていた大多数の日本人にとって，夷秋から借金するな
どは自らの存在を否定するに等しい。それゆえ，旧体制から明治新政府の継
承した巨額の外債はできるだけ早急に償還すべきであって，況んや新たに外
債を発行するなどは，「売国」行為であると，国民から見なされていた。
わが国の社会・経済近代化の口火を切った鉄道に関する研究には多くの蓄
積があるけれども，この鉄道建設に要する資金の調達のために， 1870年4月
23日（明治3年3月23日），日本政府の意図に反して英国で公募発行されたわ
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が国最初の外債I)である関税公債（わが国での通称は鉄道公債）について，同
公債の発行経緯の不透明性とそれの仲介者 H.N. レー 2)に対する関係者の嫌
悪感から，わが国のこれまでの研究は事実の究明と正確な評価に欠けていた
ことは否めないであろう。関税公債の公募を外資移入という視点から考察す
れば，発行経緯に問題があったとしても，同公債の発行はわが国の国際金融
市場への参加という点で画期的であった。最近，日本とロンドン資本市場と
の関係を対象とする実証的研究書が公刊”されたので，これまで未開拓であ
ったこの分野の研究の更なる進捗が期待される。
筆者の関心は，わが国の最初の外債が英国の資本市場でどのように評価さ
れたかを，当時の英国の新聞・雑誌を通じて検討することにあるが，本ノー
トでは手始めに同公債の公募公告の時期の確定と，それを掲載した新聞及び
雑誌に関する情報を整理し，末尾に「関税公債発行の経緯」（年表）を補足し
た。
I. 公募公告日
「日本帝国政府海関税抵当公債」 ImperialGovernment of Japan Customs 
Loan. For£1,000,000. Sterlingの公募公告日について，わが国では長い間
「明治3年4月 (1870年4月）」と誤っていい伝えられてきた。誤伝の発祥資
料は多分，大蔵省編『国債沿革略全』 (1891年12月印刷） 4)の「第12章九
分利附外国旧公債（初出は『官報』第1879号， 1889年10月2日刊）」の「明治
三年四月（西暦1870年4月）英国倫敦二於テ東洋銀行二委嘱シ英国人民ヨリ
募集」 (99ペー ジ）． という記述であろう。 1911年9月に出版された東洋経済
新報社編纂『明治財政史綱』にも同様の記述 (91ページ）がある。これは日
本政府の公的記録としての明治財政史編纂会編纂『明治財政史 第8巻』（丸
善書店， 1927年）に継承され，レーは「巴里ナル“エマイル，ヱルランヂエ
ル”商会ヲシテ之ヲ引受ケシメ其支配人在倫敦“ヂヱイ，ヘンリー，シュレ
ーデル”会社ヲ取扱人トシ英国普通ノ方法二依リテ西暦千八七十年（明治三
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年）四月二十三日付ヲ以テ募集広告ヲ公ニシタリ」 (611ページ）と書かれて
いる。 1870(明治3)年4月23日が関税公債の公募公告日として独歩したの
である。
その誤りに気ずいたのが田中時彦氏であった。労作『明治維新の政局と鉄
道建設』（吉川弘文館， 1963年，再版1969年）において，「従来，日本側の多
くの文献は，レイがロンドンで公債を募集した日付を，明治3年4月23日で
あるとなしている。しかし，これは完全に誤謬である。……洋暦・ 邦暦に関
する史料操作上の不注意が，邦暦では，明治3年3月23日にほかならぬ日付
を洋暦のまま 3年4月23日としてしまった」 (225ページ註3)。したがって，
公募公告は「1870年4月23日，すなわち明治3年3月23日」付のタイムズ紙
上においてなされた (218ページ）と同氏は指摘した。その後に公刊された代
表的な日本鉄道研究書は氏の訂正を受け入れている。例えば，
①日本国有鉄道『日本国有鉄道百年史 1』(1969年）
「1870年4月23日（明治3年3月23日）レイはロンドンで日本政府の借
款を公告した」 (67ペー ジ）
②星野誉夫「創業期の鉄道」（野田正穂他編『日本の鉄道』日本経済評論社，
1986年）
レーが鉄道公債を公募の形で資金調達しようとしていることを，日本
政府は「タイムズ紙に掲載 (1870年4月23日）された公告によって知
った」 (20ペー ジ）．
田中氏が正した公募公告日 (1870年4月23日）は，しかしながら，立脇和
夫氏が指摘するように5)ロンドン証券取引所において「日本帝国政府海関税
抵当公債」の発行目論見書の発表された日である。 23日は土曜であった。そ
してこの日の夕方のシティー情報として，日本が世界の金融取引の中心地ロ
ンドンの証券取引所に新規参入したことを報道したのは4月25日（月曜日）
発行の TheTimes6>であった。同紙に関税公債の公募公告が掲載されたのも
25日号であり， 23日号でもなければ， 24日号でもなかった。ここでも調査に
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もとずかない誤った情報が独歩している。
II. 公募公告掲載紙
1870年4月23日，ロンドン証券取引所において日本政府の全権委員com-
missioner for the government of Japanを自称”する H.N.レーと共に，発
行引受人エルランジェ商会の代理人シュレーダー商会Messrs. J. Henry 
Schroder & Co. は日本政府公債発行目論見書 (prospectus)5>を発表した。
公債の正式の名称は，発行目的は「鉄道建設資金の調達」，発行条件は以下の
通りである。
1. 総額
2. 発行価格
3. 政府手取額
4. 利率
5. 抵当財源
6. 償還方法
7. 償還期間
8. 証券
英貨100万ポンド（メキシコ銀450ドル）
100ポンドにつき98ポンド
100ポンドにつき91ポンド
年9%, 1870年8月1日より利子を付け，年2回(2
月1日及び8月1日）支払い
関税収入と鉄道純益
3年据え置き後， 1873(明治3)年8月より1882(明
治15)年8月までの10年間に年10万ポンドずつ均等
償還
12年
1000ポンド券 (200枚）， 500ポンド券 (400枚）， 100
ポンド券 (6,000枚）
目論見書には建設予定の鉄道路線図9) (後掲）が添付されていた。
この目論見書付きの公募公告と解説記事を最初に掲載したイギリスの新聞
は 4月24日（和暦明治 3年 3月24日）発行のロンドンの日曜紙 The
Observer10>であった。
急速な進歩に就いて沢山の驚くべき証拠が毎日本紙の記事に寄せられてい
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る。そのような状況のなかで，日本政府の公式文書によって提供される記事
は少しも奇異ではない。マルコポーロが初めてこの国の存在を世界に知らし
めた時代からザヴィエルの創設した教道団が追放の憂き目にあった年まで，
少数のオランダ商人が日本の沿岸を時たま訪れた以外，この国は完全に鎖国
状態であった。何世紀ものあいだ存続したこの国の排外的性格を最初に打破
したのは， 1854年に日本との条約締結に成功したアメリカであった。ロシア
がそれに続き，次いでフランスとオーストリア，そして最後にわが女王陛下
と天皇の間で和平条約が1858年に江戸で締結された。以後12年経過したが，
その間，日本の進歩は非常に目覚ましかった。領事フラワーズ氏は1868年4
月15日，長崎からハリー・パ-クス卿にあてた報告書11)のなかで次のように記
している。
“豊かで肥沃なこの国の資源がもっと開発され，そして人民との交流のな
かでより大きな利便が提供されるようになると，その時には必ず交易が急速
に増大するであろう。新たな開港は大いなる変化を生み出し，そして日本の
歴史に新紀元を画するであろう。
日本人は明らかに外国人との交易と商品交換に大変熱意をもっており，彼
らに欠けているものはそれらについての機会の供与だけである。彼らは既に
諸外国との交流の価値を認識し始めている。思うに，彼らが間もなく近代文
明のあらゆる用具を移入するようになることをわれわれは知るであろう。彼
らは学ぶことに極めて熱心である。入港する汽船がたった一隻であろうと，
彼らは必ず訪問して，彼らの見たあらあゆる事物の精密なコピーを作り上げ
る。彼らは機械類に関して急速な進歩を遂げたので，彼らの購入したすべて
の汽船を自らの手で動かすことができる。日本人は機敏で頭がよく，また読
み書きのできない人に出会うのは稀である。”
フラワーズ氏の先見は見事に立証された。外国交易は着実に増大している。
そして既に日本人の船乗りと士官の操舵する汽船が中国の港と日本の港の間
を定期的に運行している。しかし天皇と人民が外国人について抱いているあ
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る種の感情や偏見をすべて無くそうとしていることや，それ以上に彼らが真
剣にこの国を繁栄に向けて前進させようとしていることを最もよく示す証
は，彼らが鉄道制度を日本へ導入しょうと熱望している点である。日本政府
は300哩に及ぶ支線を含む鉄路の建設を提案しているようである。この路線は
人口200万以上の住民の都市江戸の終着駅と，人口100万で住民の大部分が商
業と工業活動に従事している大坂とを結ぶが，途中，古の聖都で今は帝国の
商業活動の中心地である京都を通る予定である。江戸と横浜との間は支線で
結ばれるが，後者はこの国の絹生産地に通じる天然の大販路である。 2番目
の支線では大坂と敦賀が結ばれる。敦賀は西部の沿岸と京都・大坂の間を繋
ぐー大交通拠点である。最後に指定された支線については，大米作地の豊か
な穀物が人口祠密な江戸と大坂に届く範囲内に，敷設が予定されている。こ
の鉄道は，レー氏の任命したイギリスの技師の助言をうけながら，日本政府
が建設することになっている。ジャパン・メール紙によると，この鉄道建設
は火急に決められたものでなく，天皇と大臣等が時間をかけて慎重審議の末
に決定されたものである。彼らは，西洋文明の諸用具がこの国にとってそれ
ほど急いで富や知識を増やすのに無くてはならないものであるのかを，一つ
一つ詳細に調べ上げ，納得して決めたものある。現在の政府は，天皇の無欠
の権威を確立した重要な政治上の変化を経て後，中央集権化に成功したよう
である。そして政府は今やこの国の安全の維持と産業の促進の重要性を十分
認識している。
現代の偉大な文明の利器であり進歩の要因である鉄道の導入によって日本
の得る物的便益は，政治的・社会的・商業的諸利益にとって極めて重要であ
るので，評価しすぎするということはない。鉄道建設によって日本国と政府
並びに人民は 1世紀早く先進諸国の仲間入りするであろう。また資源を同じ
目的のために鉄道以外のものに使うことができるとしても，それ以上に鉄道
建設は明らかにこの国の掌中にある莫大な資源の開発に役立つであろう。同
時に，このような事業は，世界の他の諸国民に対するのと同じく，ィングラ
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ンドに巨大な生産力と，イギリス内外の工業生産物の大消費地という確実で
大きな利益を与える。日本は，中国と異なり，明らかに自分達よりも優位な
外国を過度に警戒することもなく，また他の諸国民との交流にも閉鎖的でな
い。われわれは日本政府にこの重要な措置をとらせるように誘導してきたレ
ー氏に心から祝意を表するものである。
公募公告は TheObserverや TheTimesだけでなく，他のロンドンの各紙
にも掲載された。スッコトランドではグラスゴーの新聞にそれが掲載されて
いる。そして主要紙への掲載数は 2回にわたっている。いま公募公告の掲載
紙12)のリストを示めせば次の通りである。
1870年4月25日発行
The Times (1788年 1月1日創刊，ロンドン） p.12, column a. 
The Morning Advertiser (1794年2月8日創刊，ロンドン） p.l, column 
a. 
The Morning Post (1803年1月1日創刊，ロンドン） p.1, column a. 
The Daily News (1846年 1月21日創刊，ロンドン） p.l, column c. 
The Daily Telgraph (1855年6月29日創刊，ロンドン） p.1, column e. 
The Standard (1857年6月29日創刊，ロンドン） p.1, column b. 
The Financier (1870年3月創刊，ロンドン） p.2. 全面．
The Evening Standard (1860年6月1日創刊， ロンドンタ刊紙） p.7, 
column b. 
The Pall Mall Gazett (1865年2月7日創刊，ロンドンタ刊紙） p.l, 
column c. 
The Echo (1868年12月8日創刊，ロンドンタ刊紙） p.8, column c. 
The Manchester Daily Examiner & Times (1855年6月18日創刊） p. 
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1, column b. 
The Birmingham Daily Post (1857年12月4日創刊） p.l, column b. 
The North British Daily Mail (1851年7月14日創刊，グラスゴー） p. 
1, column d. 
The Glasgow Herald (1859年創刊） p.6.column d. 
上記の新聞の概数から，レーが如何に公募公告にちからを注いでいたかを
知ることができる。募集費は145,180円(29,750ポンド）で，うち原版及び広
告費が11.8%を占めている 13)0
IV. 関税公債に関する情報を伝えた新聞・雑誌
世界の金融の中心地ロンドンの資本市場へ偶然参入した極東の小さな島国
に英国の投資家たちが大きな関心を寄せていたことは，下記のような各地方
の有力新聞の金融情報欄に関税公債の動向が報じられていることからも推察
できる。新参者日本の公信用は疑いの目でみられながら，国際資本市場での
第一歩を踏み出したのである。
1870年4月25日
The Birmingham Daily Gazette. 「Monetary& Commercial」
The Daily Post. Liverpool. 「Monetaryand Commercial」
The Liverpool Journal of Commerce and Daily Shipping and Mercan-
tile Advertiser. 「Monetaryand Commercial」
The Newcastle Daily Chronicle. 「Moneyand Share Market」
The Sun, Monday Evening. 
「TheMoney Market and Commercial Intelligence」
同 26日
Daily Bristol Times and Mirror. 「Commercialand Market Inteli-
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同 27日
The Sheffield & Rotherham Independent. 「MoneyMarket」
同 30日
The Money Market Review. 
* June 25. (pp.656-7) 
The Bullionist. 「MoneyMarket and City Intelligence」
* June 4. 「ForeignLoan」(pp.559-560)
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October 29. 「TheForeign Loans and English Interest」(pp.1028-
9) 
The Economist. 「TheSerious Danger of Rash Foreign Loans」(pp.
529-530) 
The Railway News and Joint Stock Journal. 「Railwayin Japan」(p.
486) 
注．
1)維新政府の最初の外資借款は，旧幕府が横浜及び横須賀の製鉄所を抵当として仏国人
より借り入れた洋銀50万弗の償還のため，明治元年7月(1868年9月）に横浜の英国東
洋銀行から借り入れた洋銀50万弗であった。借入条件は償還期限1年，年利率15%で，
抵当財源は横浜港の関税収入であった。工藤重義『国債史＜帝国百科全書第196編〉』（東
京博文館， 1909年5月）， 112-3ページ参照。
2)レーの身分は，関税公債の英文目論見書に'SpecialCommissioner of the Government 
of Japan'と記載されている。なお，レーの再評価については拙稿「明治前期財政史を
彩ったイギリス外交官(1)」（関西大学『経済論集』第4巻第2号， 1994年6月）， 65-79
ページ参照。
3) Suzuki, Toshio., Japanese Government Loan Issues on the London Capital Market 
1870-1913. Athlone.London, 194. & Sir Newall, Paul., Japan and the City of 
London. Athlone.London, 1996. 
前者はIanNish教授が TheJapan Society Proceedings 124 (Autumn 1994)の書
評欄で，最近開示された外債発行関係のマーチャント・バンクの内部資料を使い， 1870
年代の「不信用の借手」から日露戦争後の信用のある借手に移行した日本の歴史を解明
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した「日本経済史の分野の優れた研究」 (p.105)と賛辞した労作である。また第38回日
経図書文化賞の候補作品にも採り上げられ，評者（今井賢一）から「英大蔵省，ベアリ
ング・プラザーズの資料を駆使して，これまでもっぱら日本の資料に頼っていたわが国
外債発行の研究レベルを格段に前進させた」と高く評価された（『日本経済新聞J1995 
年1月3日号）。後者は英国の国際金融の優れた実務家でロンドンの市長の経験者でも
ある著者が日本とシティとの関わりを考察した労作である。
4)同書の英語版である TheHistory of National Debts in Japan, 1890. published by 
Okurasho. にも'the4th month of the 3rd year of Meiji (April, 1870)'と記されている
(p.89.)。
5)立脇和夫『明治政府と英国東洋銀行j(中央公論社， 1992年8月）。「4月23日（明治3
年 3 月 23日）…•••日本政府公債発行目論見書が発表され，翌日の「ザ・タイムズj に報
道された」 (86ペー ジ）。
6) The Times, Monday, April 25, 1870. Money-Market & City Inteligence (Saturday 
Evening). 
7)明治2年1月12日 (1869年12月14日）付の100万謗の資金調達に関する勅令（第 1命令
書）では，英国で募集する縁故公債の発行条件の決定について，レーは一切の権限を付
与され，委員 (commissioner)に任じられている。大蔵省編『明治前期財政経済史料
集成 第10巻J(明治文献資料刊行会， 1963年）， 11ページ。以下，同書を『明治前期」
と略記する。
8)明治財政史編纂会編集「明治財政史 第8巻J(1927年）には目論見書，申込書，領収
書，抽選割付状の訳文(611-618ページ）が，大蔵省編『明治大正財政史 第12巻』 (1937
年）には，目論見書の英文 (15-18ページ）及び邦訳文 (18-22ページ）が掲載されてい
る。大蔵省保管の英文目論見書は「ロンドンにも 2枚しか残っていないという珍品であ
ったが」，海外駐笥財務官の森 賢吾(1875-1934)が在英中それを入手し日本に持ち帰
ったものである。石井 満「日本鉄道創設史話』（法政大学出版局， 1952年）， 194,204 
ペー ジ。
なお，パークス駐日公使から外務大臣クラレンドン伯宛の公信(1870年7月21日付き
Na97)に目論見書等公募関係の書類ー式が添付されている。 Cf.,British Foreign Office 
Japan: Correspondence 1856-1940, Part I. Japan, Section I. F.O. 46/126. p.61.f. 
9)'Map of the Empire of Japan shewing the Islands of Kiu Shiu, Shi-Koku and 
Nippon, Reduced from the Map of Ph. Fr. von Siebold. To accompany Prospectus 
of Japanese Customs Loan.'は，目論見書等と一緒に， TheNewspaper Cuttings Files 
of the Council of Foreign Bondholders. Japan 1874-1903. in the Guildhall Library, 
London. (マイクロフィルム）にあり，また Correspondenceof H. Parkes to the Earl 
of Clarendon (July 21. 1870). No.97. F. 0. 46/126. (マイクロフィルム）にも添付され
ている。
シーボルト (PhilipFranz von Siebold, 1796-1866)の日本地図とは，周知のように，
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長崎オランダ商館付医官として 5年の公式任期 (1823-1828)を終えて，彼が帰国の際
に持ち帰ろうとした多数の禁制品のなかのひとつ伊能忠敬 (1745-1818)実測原図を筆
写して国外へ持ち出し， 1840(天保11)年にライデンで刊行した『日本：日本及びその
近隣諸国と保護国，即ち南千島諸島を含む蝦夷・樺太•朝鮮及び琉球諸島に関する記録
集」に採録した「日本人による原図ならびに天文学的観測にもとずく日本国図：九州・
四国・日本の諸島」である。大谷亮吉編著『伊能忠敬』（帝国学士院蔵版， 1917年）， 190
-2ページ，日蘭学会監修『シーボルト「日本」』（講談社， 1975年）所収，「図版解説」
64ペー ジ， Yu-YingBrown, The von Siebolt collection from Tokugawa Japan. 
(TheBガtish]ournal.Vol.l, No.2. Autumn 1975. p.170.), 及び上原久『高橋景保
の研究j(講談社， 1977年），第4章，参照。
目論見書に添付された日本地図は，シーボルトによって増補修正された地図を更に
縮小しただけでなく，地名の記入数を極度に限定し，ローマ字綴りの地名をドイツ語表
記から英語表記に書換え，そこに新しく本州（地図の表記ではJAPAN)の鉄道建設予
定路線（①江戸から大坂，または京都経由兵庫まで ②江戸から横浜までの支線 ③大
坂から琵琶湖・敦賀港線）が書き込まれている。
なお，大坂という地名の表記が大阪に変った時期については必ずしも明確ではなく，
大阪が一般的になったのは明治10年代後半以降とのことである。『角川日本地名大辞典
27』（角川書店， 1983年） 49ページ参照。
10)公募公告はcolumnc of p.4., 解説記事は同columnfに掲載されている。
11) BガfishParliamentary Papers. Japan 4. Embassy and consular commercial reports 
1859-71. pp.286-290. (以下， ECCRと略称）。西暦1868年4月15日は和暦で慶応4年3
月23日。
なお， MarcusOctavius Flowersが長崎駐在副領事から領事へ昇任したのは， 1868
年1月1日（慶応3年12月7日）である (TheForeign Office List. January 1869. p. 
19.)。但し，川崎晴朗『幕末の駐日外交官・領事官』（雄松堂出版， 1988年.240ペー ジ）
では，日本の資料にもとずいて，同年7月9日（明治元年5月20日）と記している。
12)各紙の創刊年については， TheNewspaper Press Directory and Advertiser's Guide, 
1870. The City of London Directory for 1871 (Feb., 1871)所収の「LondonNews-
paper Guide」及びNewspaperLibrary of The British Library所蔵の indexcards. 
参照。
13)『国債沿革略』， 107-9ペー ジ。
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〔補〕関税公債発行の経緯
• 1869年
3月19日（和暦明治2年2月7日）
米国領事W.M.ロビネット，大坂外国事務宰相五代友厚に大坂・神戸間
の鉄道建設免許の交付を申請．
→日本経営史研究所編『五代友厚伝記資料 第4巻』（東洋経済新報
社， 1974年）， 131ペー ジ．
4月（明治2年2月下旬ー3月）
英人レー (HoratioNelson Lay, 1832-98), 中国に赴く．
→ The London and China Telegraph. March 3, 1873. p.142. 
4月10日（明治2年2月29日）
米国公使館通訳官ポートマン A.L. C. Portman*, 旧幕府老中兼外国総
裁小笠原長行との間で取り交わされた江戸・横浜間の鉄道建設及び経営
に関する契約を履行するようにという申入れに対し，外国官判事は「東
京・横浜間鉄道建設ハ内国人ニテ之ヲ行フ方針ナルニ付申出二応ジ難キ
旨」を回答．
→外務省編編纂『日本外交文書第1巻第1冊』（日本外交文書頒布
会，再版1954年）， 407-409ペー ジ．
＊ ペーリ提督来航時の通訳で慶応元年4月から同2年6月まで駐日米
公使館の代理公使を勤める．
4月21日（明治2年3月10日）
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横浜在留英人アレキサンドル・カンフル，鉄道建設の請願書を神奈川県
知事寺島宗則に提出．
→鉄道省編『日本鉄道史 上編』（清文堂，初版1921年，復刻1972年），
15ペー ジ．
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4月28日（明治 2年3月17日）
公議所で2日 (17,18日の両日）にわたり第2号議案「御用金ヲ可廃ノ
議」を討議．
5月3日（明治 2年3月22日）
第2号議案は可決されるも，手続きミスのため翌4日に採決をやり直し
可決成立．公債制度の導入を決定．
→拙稿「わが国に於ける国債制度の導入と国債思想」（関西大学『経
済論集』第9巻第4・5合併号， 1989年12月）， 173-8ペー ジ．
7月24日（明治 2年6月16日）
Suprem Court & Consular Gazette, 「Newsof the Week」の上海発横
浜行きの船の乗客名簿にレーの名あり．
8月7日（明治2年6月30日）
「中国から来ている H.N. レーとともに昼食をとり，ときどき中断した
が7時まで話をした」
→妻宛，パークス私信．
F. V. Dickins, The Life of Sir Harry Parkes. vol.IL (1894) p.122. 
F.V. ディキンズ，高梨健吉訳『パークス伝 日本駐在の日々＿』
（平凡社， 1984年1月）， 120ペー ジ．
9月18日（明治 2年8月13日）
レー，投資家仲間のフェアバーン・エンジニアリング会社社長トマス・
フェアバーン ThomasFairbairn*宛の私信で，日本には投資機会が豊富
であるので，オリエンタル銀行と協力して行う方がよいと伝える．
→田中時彦『明治維新の政局鉄道建設』（吉川弘文館，初版1963年，
再版1969年）， 391-2ペー ジ．
* The City of London Directory for 1871. p.664. 
9月28日（明治2年8月23日）
「またもレーは 1週間前から私のところに滞在している」
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→妻宛，パークス私信.Dickins, ibid., p.150邦訳.147ペー ジ．
10月30日（明治2年9月26日）
レー， トマス・フェアバーン宛の私信で，多くの投資分野において日本
政府の代理人として独占を保持することができれば，大変儲かるであろ
ぅ．投資分野は「この地では果てしないもので，際限もなく発展が可能
である」と伝える．
→田中，前掲書， 389ペー ジ．
11月14日（明治2年10月11日）
外務省，鉄道建設の経済効果を挙げて鉄道建設に賛成の建議を太政官に
提出．
→外務省編纂『日本外交文書第2巻第3冊』 (1955年）， 73-6ペー
ジ．
11月27日（明治2年10月24日）
レー， 1• 2日前に日本政府の官僚と面談し，彼らが鉄道建設に関する
条件について承諾したと，パークスに報告．なおこの月に日本政府の閣
僚，鉄道問題に携わる用意ができたと思うと，パークスに告げる．
→外務大臣クラレンドン Earlof Clarendon宛，パークス報告第104
号 (1870年7月31日付け）．田中，前掲， 387ペー ジ．
12月1日（明治2年10月28日）
・レー，鉄道建設のための資金調達問題で日本政府と合意に到達したとい
う「善き便り」をトマスに報せ，「実際それはすばらしい成功であ」り，
「清国での失意の後にこの地での成功は，（中略）歓迎される便りであろ
う。そうして関係者すべてのために，かかる福音を君に送ることは，尽
きない喜びを私に与えもするのだ」と加筆している．
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→田中，同書， 393-4ペー ジ．
• この月，横浜町民中屋譲治等5人，京浜間鉄道建設許可下付の要請書
を裁判所に提訴．
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→ 『大隈文書』 A2847. 
12月4日（明治2年11月2日）
217 
レー， トマス・フェアバーン宛の私信で公使館書記官F.O.アダムスのと
ころに宿泊していると記す．
→クラレンドン宛，パークス報告第104号 (1870年7月31日）．田中，
同書， 395ペー ジ．
12月7日（明治2年11月5日）
・「朝御前評議有之」午後3時退出．
→日本史籍協会編「大久保利通日記 2』（東京大学出版会， 1965年
復刻）， 70ペー ジ．
・右大臣三条実美邸で大納言岩倉具視・外務卿澤 宣嘉・民部大輔兼大蔵
大輔大隈重信・大蔵少輔伊藤博文等，英国公使パークスと会見し，鉄道
及び電信に就き意見を交わす．
→前掲，『日本外交文書第2巻第3冊』， 269-74ページ．及び春畝
公追頌会編纂『伊藤博文公年譜』 (1942年，非売品）， 54ペー ジ．
12月12日（明治2年11月10日）
・政府，東京・京都（中山道経由）間，東京・横浜間，京都・神戸間，琵
琶湖・敦賀間の鉄道敷設決定．伊達宗城（民部卿兼大蔵卿），大隈重信（民
部兼大蔵大輔），伊藤博文（大蔵少輔）に英国における資金 (300万ポン
ド）調達の全権を委任．
→ 『維新史料綱要巻10』（目黒書店， 1939年）， 240ペー ジ．
・「朝鉄道御開之事評決有之」
→前掲，『大久保利通日記 2』,70ペー ジ．
12月14日（明治2年11月12日）
レーに利率12%,関税収入・鉄道営業収益を担保にした借入 (100万ポン
ド）契約書を交付．伊達・大隈・伊藤，契約書に署名．なお，署名期日
は日本文で11月11日（和暦），英文では12月14日（洋暦）となっている．
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→前掲，『日本外交文書第2巻第3冊』， 316-38ページ．及び大蔵
省編『明治前期財政経済史料集成 第10巻』（明治文献資料刊行会，
1963年） 11-12ペー ジ．
12月20日（明治2年11月18日）
米公使デ・ロング (CharlesE. De Long) *, 外務省へ旧幕府がポート
マンに与えた江戸・横浜間鉄道免許は有効であり，新政府がこれを認め
ること，また鉄道建設後は日本人がそれを経営することができる旨を申
し入れる．
→前掲，『日本外交文書第2巻第3冊』， 361-69ペー ジ．
＊ ニューヨーク生まれ．若い頃，カリフォルニアのゴールドラッシュ
に加わり苦労を味あう．当時の過酷な時代に政治の分野でリーダーと
しての素質を伸ばし，カリフォルニャ州の議会と州の上院の議員に出
世したが，合衆国上院議員の選挙には 2度とも失敗した.1869年にグ
ラント大統領（在任期間， 1869-77)の勧めにより，同年4月21日（明
治2年3月10日）第4代駐日米国弁理公使に就任し， 1871年7月14日
（明治3年6月16日）特命全権公使に任命される．
Treat, P. ]., Deplomatic relations between the United States and 
japan. 1853-1895. vol I (reprint ed. 1963), p.353. 田中，前掲，
230ページ．及び川崎晴朗『幕末の駐日外交官・領事官』（雄松堂
出版， 1988年）， 305-6ペー ジ．
12月22日（明治2年1月20日）
日本政府，レーと鉄道建設資金調達に関する契約を締結．日本側の署名
者は伊達・澤・大隈・寺島（外務大輔）・伊藤．
→前掲，『日本外交文書第2巻第3冊』， 386-92ペー ジ．
12月28日（明治2年11月26日）
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日本政府，鉄道建設資金100万ポンド借入に関する追加命令書を発布．
→同書， 395-403ペー ジ．
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12月30日（明治2年11月28日）
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• The Japan Times'Overland Mail, 鉄道建設について日本政府とレー
との間で契約の締結されたことを報じる．
・堕碑
1月4日（明治2年12月3日）
・The North-China Herald, 京都・江戸間鉄道敷設のためにレーが日本
政府の委任をうけたという日本からの通信を掲載．
• この月弾正台（明治2年5月22日設置，警察機関のひとつ），「不急ノ鉄
道御起シ被遊候儀真二所以生疑惑御座候是或ハ姦民酷吏ヲ欺キ詰吏朝廷
ヲ奉欺ニハ有之間敷候哉仰願クハ右等不急ノ冗費ヲ除キ速二軍艦製造ノ
用へ御移シ被遊兵威興張宇内統一ノ御基本立候様致度候事」と反対意見
を建議．
→鉄道省『日本国有鉄道百年史 1』(1969年）， 71ペー ジ．
1月10日（明治2年12月9日）
伊藤博文，東洋銀行横浜支店の支配人ロバートソン (JohnRobertson) 
とレーと共に鉄道建設資金の借入に付随する具体的問題についての事務
折衝中，契約書に疑念が生じ大隈重信に書簡（同日付）で契約改訂の必
要性を進言．
→日本史籍会編『大隈重信関係文書 1』（東京大学出版会，初版1934
年，復刻版1970年）， 179-81ペー ジ．
1月11日（明治2年12月10日）
The North-China Herald, 日本の鉄道敷設について過去2, 3ヵ月交
渉中であった日本政府とレーとの間で契約の締結されたこと，そして少
数の資本家の代表であるレーが鉄道敷設資金を調達し，日本政府に貸し
付け，当該債務の利払いには鉄道の収益の充てられるとことを The
Japan Timesが確認したという記事を掲載すると共に，万事保守的な中
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国人と比べ日本人は西欧文明の移入にあたって「素晴らしい知性を示し，
江戸から京都まで鉄道を敷設するという最近の決定も，以前から見せて
きた西欧の知識に対する賢明な判断と一致している」と報道．
→国際ニュース事典出版委員会編『外国新聞に見る日本① 1852-
1873』（毎日コミュニケーションズ， 1989年9月）， 492-493ペー
ジ．
1月22日（明治2年12月21日）
・レー，英国における鉄道敷設資金の調達，技師の雇用及び建設資材購入
のためフランス郵船で横浜から帰途につく．
→外務事務次官ハモンド EdmundHammond宛パークス私信（田
中，前掲， 364ペー ジ）．
・英公使パークスの「説得の結果，日本政府は江戸〔東京〕と京都の間に
鉄道を敷設することに同意した。……この工事を始めるために，英貨100
万ポンドを借款することになる」
→義兄ロックハート WilliamLockhart宛，パークス私信．
Dickins, op. cit., p.155. 邦訳， 153ペー ジ．
・レーがリッカビイ (CharlesD. Rickerby)から上海在留当時の知己ハウ
ェル (WilliamG. Howell) と共同で買収した TheJapan Times (1865 
年9月8日横浜で創刊．日刊，週刊，海外向け隔週刊の 3種を発行）の
親日派後継紙TheJapan Weekly Mailの創刊号が発行される．
→遠藤元男他編『国史文献解説』（朝倉書店， 1965年11月）， 434ペー
ジ．
1月23日（明治2年12月22日）
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レー，モレル(EdmundMorell, 1841-71)を建築師長(Engineer-in-chief)
に採用する契約を締結．
→前掲，『明治前期財政経済史料集成 第10巻』（以下『明治前期』
と略称） 18ペー ジ．
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1月24日（明治 2年12月23日）
221 
米公使C.E.デロング，澤外務卿・寺島外務大輔に対して江戸・横浜間の
鉄道建設の免許に就いて本国政府へ報告したこと，及び本件の満足な解
決を希望する旨を伝える．
→前掲，『日本外交文書第2巻』， 639-41ペー ジ．
2月5日（明治 3年 1月5日）
The Japan Weekly Mail, 日本の鉄道建設に関する論説を掲載．
2月6日（明治3年 1月6日）
澤外務卿，米人ポートマンとの鉄道建設契約の破棄を米公使に通告．同
月12日，米公使，日本政府に抗議．
→前掲，『日本外交文書第3巻』， 469-77ペー ジ．
2月8日（明治3年 1月8日）
The North-China Herald, 「Summaryof News」のなかで TheJapan 
Gazetteの記事を引用し，次のように述べている．鉄道敷設のため日本政
府がレーを代理として行った借款は，第1回として50万ポンド分の手形
が実際に払い込まれたので，今までのところ既成の事実である．今回の
100万ポンドの借款が予定の工事資金として十分だとはとても考えられ
ない．しかしながら，滑り出しは順調であり，工事がきちんと出来上が
れば，政府にとって有利な投資であることが証明されるであろう．政府
が安泰であることを証明できれば，西欧の資本家達は政府を信用するで
あろう．そして一旦金融業者の関心を引きつければ，日本は世界のなか
で益々重要性を増してくるであろう．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 493-494ペー ジ．
2月13日（明治 3年 1月13日）
・同日発行の邦字紙 (1869年5月，米人VanReed創刊）『横浜新報 もし
ほ草 第四十一篇』，「此上なき喜びの事出来せり，右は日本にて鉄道が，
大坂より又東京に亘りてヵ)~ るよし。……日本に於ての，仕事方は至て
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安価にて，此仕事とて，必継なる入費にて，出来する事を望むなるべし。
若も多分の金高を望む事ならば，外国人容易にこれを貸すなるべし」と
江戸・大坂間の鉄道建設が決定された旨を報じる．
→明治文化研究会編『幕末明治新聞全集 第4巻』（大誠堂， 1935年
1月）， 397ページ．佐藤考「地域社会と新聞」（坂野潤治他編『シ
リー ズ 日本近現代史 1』,1993年2月）， 179ペー ジ．
• この月，谷賜卿，第一建白書提出．
→日本国有鉄道史料整備懇談会編『鉄道の先覚谷 腸卿の生涯』
(1959年，非売品）， 45ペー ジ．
3月4日（明治3年2月3日）
・寺島外務大輔・大隈大蔵大輔・伊藤大蔵少輔，外務省内で米公使デ・ロ
ングと東京
•横浜間鉄道建設について会見．
→前掲，『日本外交文書第3巻』， 479-81ペー ジ．
• この月，谷腸卿，第二建白書提出．
3月7日（明治3年2月6日）
米公使デ・ロング，日本政府とレーとの間で行われている鉄道建設並び
に英貨債募集について協議中の情報の提供を要請し，参考資料として米
国債の公告書を添付．
→同書， 481-82ペー ジ．
3月8日（明治3年2月7日）
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The North-China Herald, 論説「日本の鉄道」で，レーが日本政府に
申し出たのと同じ内容の提案を中国政府にしたけれども，後者は「隣国
日本の聡明さと対照的に鈍感さをもってその提案を拒否した．日本政府
のレー提案の受諾は軽率な決定によるものではなく，レーとの交渉に何
カ月も費やし，政府内の協議も慎重におこなわれた結果である．鉄道建
設及び借款の返済に関する計画は日本にもたらされる利益を考慮して策
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定され，外国から資本を移入する際に生じる危険性が注意深く回避され
ている．従って英国の資本家達の役割は鉄道敷設資金の提供という役割
に限られ，レーのそれは資金調達と鉄道敷設のための優れた熟練労働者
の雇用の仲介に過ぎない」と述べる．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 498ペー ジ．
3月31日（明治3年2月30日）
レー，投資家仲間からの資金調達活動に失敗し，マーチャント・バンク
のエルランジェ商会 (EmanuelErlanger & Co.) *に接近．同商会，破
格の条件で日本政府公債100万ポンドの引受に同意．
→ Suzuki, Toshio., Japanese Government Loan Issues on the 
London Capital Market 1870-1913. (1994), p.55. 
＊ 当初フランクフルトで業務を開始， 1859年にパリに進出， 1870年ロ
ンドンで開業．今井清孝『マーチャント・バンカーズ 上巻』（東京布
井出版株式会社， 1979年）， 230ペー ジ．
4月5日（明治3年3月5日）
• The Times, Money-Market & City Intelligenceで日本の鉄道建設資金
の調達のためイギリスで100万ポンドの起債が行われるという情報を
伝える．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 500ペー ジ．
• The Financier, The Japan Mailの2月5日号掲載の日本の鉄道に関す
る論説を紹介し，レーの資金調達活動について論評．
4月9日（明治3年3月9日）
・The Railway News and Joint Stock Journal, 日本の鉄道とロンドンで
の資金調達について報道．
・レーの代理人トラウトマン (J.F. H. Trautman)やE.モレルー行が
横浜に到着.12日に東京に赴く．
→前掲，『日本国有鉄道百年史 l』,66ペー ジ．
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4月12日（明治3年3月12日）
米公使デ・ロング，鉄道建設とそれの資金の借入に関する日本政府とレ
ーとの契約は米市民の既得権侵害であると抗議．
→前掲，『日本外交文書第3巻』， 483-5ペー ジ．
4月14日（明治3年3月14日）
大蔵省改正掛の立案に基き電信機，蒸気車の製作を太政官へ建議．渋沢
栄一改正掛長としてこれに参与．
→前掲，『明治前期第2巻』， 83-4ページ．及び渋沢青淵記念財団
竜門社編纂『渋沢栄一伝記資料第2巻』 (1955年6月）， 356ペー
ジ．
4月15日（明治3年3月15日）
英国遊撃艦隊の指揮官ホーンビー (SirG. T. P. Hornby, 1825-95)の
訪日にあたり，パークス公使，提督と宮中に参内．前日，外務少丞馬渡
俊邁（まわたりとしゅき）＊，天皇から公使に賜る勅語についてパークスと
打合せ．パークスの作成した勅語草案の中の「先般面会ノ時ヨリ後，国
内新二鉄道製造ヲ任ジ」という文言について外務省は削除を求めるも公
使頑として聞き入れず，再度の交渉の末漸く削除に同意．
→澤宣一「英国元首敬称問題の顛末」（史談会編『史談会速記録合
本44』原書房， 1975年）， 133-5ペー ジ．
＊ 佐賀（肥前）藩松平肥前守家来．通称八郎．致遠館でフルベッキに
英語を習う慶応元年 5 月昌平校入門．同年藩から英•仏へ派遣される．
慶応3年，新政府よりパリ万国博覧会へ派遣された佐野常民に通訳並
びに書記係として随行．明治2年外務少丞に任じ，のち大蔵権大丞兼
造幣頭・出納頭を歴任．明治8 (1875)年12月9日死去．
大蔵省百年史編集室編『大蔵省人名録』（大蔵財務協会， 1973年），
159ページ．『佐賀県教育史第 1巻資料編(1)』（佐賀県教育委員会，
1989年）， 134-50ページ．及び佐賀県教育委員会編『佐賀県教育50年
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史』（芳文閣， 1991年復刻）， 265-266ペー ジ．
4月19日（明治3年3月19日）
民部大蔵両省管下に「鉄道掛」を設置．同3月27日（旧暦）上野景範，
事務局総理に就任．
→富岡信仰編著『鉄道沿革史』（通文閣， 1935年）， 12ペー ジ．
4月21日（明治3年3月21日）
駐日英公使パークス，鉄道と電信の日本への導入についてしばしば検討
の機会をもった日本政府から昨年末に鉄道（江戸・京都間）建設の決定
を知らされたこと，資金不足のため建設の着手が難しいとみられていた
が，丁度日本を訪問中のレーから鉄道収入と関税を担保に100万ポンドの
資金を政府に貸してもよいという申し出がなされ，この提案を政府が受
れ入れたので，レーはその資金を調達するため帰英したことを外務大臣
クラレンドン伯へ報告．なお，これには明治3年1月と 2月付け（英文
では1870年3月）で政府に提出された京都の産科医谷腸卿(1815-85)の
鉄道建設賛成に関する建白書の翻訳が添付されている．（クラレンドン
伯， 6月6日受信）．
→ Account & Papers. (30) 1870. LXX. p.655. Dickins, op. cit., p. 
157. 邦訳， 155ペー ジ．
4月22日（明治 3年3月22日）
・「レーがいかなる方法で約束の金を調達するかが観物であると，私は思っ
ている。彼は，日本側当事者たちに，その資金が私的借款によるもので，
株式取引所の手にかけないとの期待を抱かせたわけであるが，私も，日
本の将来の対外信用のためには前者の方法が優っているかと思うので，
彼がその方法でなし終せることができるのを望んでいる」（ハモンド宛パ
クース私信）．
→田中，前掲， 369ペー ジ．
•佐佐木高行，「鉄道ノ公債ヲ英国二募ル。コハ大隈•井上・伊藤等急進論
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ノ時ナリ。此ノ節横浜・東京間鉄道敷設ノ議アリ。大隈・伊藤等大蔵二
アリ。頻リニ外資輸入論ヲ主張ス。自分等其見付立タザレバ，矢鱈二外
資ヲトルベカラズトノ論ナリ。ツマリ五百万圃計リ英国ヨリ借リタリト
覚ユ」
→東京大学史料編纂所編『保古飛呂比佐佐木高行日記 4』（東京
大学出版会， 1973年）， 318ペー ジ．
4月23日（明治3年3月23日）土曜日．
・エルランジェ商会，ロンドンのマーチャント・バンク， J.H.シュレーダー
商会 (J.Henry Schroder & Co.)を通じてロンドン証券取引所で日本
政府公債発行目論見書 (prospectus)を発表．
→ The Times, Monday, April 25, 1870. Money-Market & City 
Intelligence. (Saturday Evening.) 
• The Japan Weekly Mail, 日本の鉄道に関する投書を掲載
4月24日（明治3年3月24日）日曜日．
The ObserverにImperialGoverment of Japan Customs Loan For 
£1,000,000. Sterling. の公募公告掲載される．
4月25日（明治3年3月25日）月曜日．
• The Timesに上記日本政府公債の公募公告掲載.Money-Market & 
City Intelligenceによれば，ロンドンの資本市場に新たに参入してきた
日本は英国の投資家達に絶好の投資機会を提供すると共に，英国と日本
の間に長期に及ぶ金融関係が確立されるならば，英国資本の活動範囲が
着実に拡大すると同時に，危険もなくなり金融業者の引き受け条件も
徐々に緩和されるであろうと．
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→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 500-501ペー ジ．
* The Times (31. Dec. 1870)によれば，同紙が日本の関税公債の公募
を報道したのは， 1870年4月25日付同紙の Money-Market& City Intel-
ligence欄においてであったと．
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・東京（新橋）・横浜間の鉄道建設のため東京芝口汐留付近より測量開始．
横浜方面からは 5月3日（和暦4月3日）より測量開始．
→前掲，『日本鉄道史上編』， 48ペー ジ．
5月12日（明治3年4月12日）
・東京・横浜間の鉄道起工．
・独公使フォン・ブラント，鉄道建設に関する条約の閲覧方を要請．
→前掲，『日本外交文書第3巻』， 487ペー ジ．
5月21日（明治3年4月21日）
米公使デ・ロング，日本政府とレーとの間で締結された東京・横浜間鉄
道建設契約についての情報の提供方を要請．
→同書， 488-90ペー ジ．
5月31日（明治3年5月2日）
レー，政府宛の書簡 (1870年6月3日付）でこの日に第一約定書 (1869
年12月14日＜明治 2年11月12日〉締結）にもとずき70万ポンドをロンド
ンの東洋銀行OrientalBankへ振り込んだことを報告．
→前掲，『明治前期第10巻』， 26ページ．なお，書簡（邦訳）に記
された日付けの「第三月三十一日」は「第五月」の誤植（同書，
12ページの「第一約定書」参照）．藤村はこれを見過ごした上で，
その日に東洋銀行へ振り込まれた70万ポンドにつき「公債発行を
見越してレーが何等かの手段によって調達したものであろう」と
述べている（藤村 通，『明治前期公債政策史研究』，大東文化大
学， 1977年， 31ペー ジ）．
6月4日（明治 3年5月6日）
1870年7月31日（明治 3年7月4日）付けのクラレンドン宛パークス報
告第104号に，日本政府とレーの取引にもとずいて得た差益を含む共同資
産の分配をめぐって彼とその仲間との間で争いが起こり，この日に大法
官府に訴状が提出されたことが記載されている．
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→田中，前掲， 384ペー ジ．
6月15日（明治3年5月17日）
The Times, Money-Market & City Intelligenceでイギリス政府インド
省技術顧問 G. P. ホワイトが日本政府の鉄道建設関係技術顧問に任命
されたと報道．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 502ペー ジ．
6月17日（明治3年5月19日）
The Times, Money-Market & City Intelligenceでパークス公使の 4月
21日付け公信を報道．昨年末にパークスが日本政府から江戸・京都間の
鉄道建設方針の決定に関する情報を得たこと，鉄道建設の難問であった
資金調達につては H.N. レーの百万ポンド借款供与の申し入れを日本政
府が受け入れたことによって解決たこと，建設計画その他細部について
はすべて日本政府の承認を要するが，レーは建設計画を監督する権限を
有すること，建設計画に反対する人達もいるけれども，日本政府の証言
からみて計画の実行は間違いないと同公使の見通しを伝える．
→同書， 503-504ペー ジ．
6月18日（明治3年5月20日）
民部大蔵省出仕塩田三郎(1843-1889),到着した TheTimesで公募発行
を知る．
→指原安三編『明治政史 1』（慶応書房， 1943年．原本は明治25年
11月版） 193ページ．日付は田中，同書， 220ペー ジ．
6月21日（明治 3年5月23日）
伊藤博文，大隈重信宛書簡でレーは出立前に富豪の親友から資金調達を
すると確言し，またパークス公使にもそういっていたにもかかわらず，
「全ク我を欺き帰国之上公然借財之髄に取行則別紙図面に相添居候新聞
紙にて普公布致候儀ハ意外之事と奉存候」
→前掲，『大隈重信関係文書 1』237ペー ジ．
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6月22日（明治3年5月24日）
229 
・レーがロンドンで「公然タル貸借法二依テ其金額ヲ集募シ，加之ナラス
日本政府二代リ，諸港税関及ヒ鉄道収入金を挙テ，百万ポンドノ抵当卜
為シ，譲与書ヲ把テ，会社二抵当スルヲ，新聞紙ヨリ検出」した伊達，
大隈，伊藤らは，横浜東洋銀行へ書簡を送りレーの「結定スル条約ノ趣
意」に反する行為を非難し，同社に日本政府の代理人を依頼し，この事
件を解決するよう要請．
→前掲，『明治前期第10巻』， 23ペー ジ．
・米公使デ・ロング，レーによるロンドンでの関税公債の公募公告は日本
の威信にかかわると指摘．
「日本政府ヨリ英国人レー氏二広大ノ威権ヲ授ケ且委任サレシレー
氏倫敦ニテ日本政府分散或ハ金二欠乏セル旨ヲ全世界二布告シタ
ル事信ジ難カルベシ」
（貼紙三）「此書翰早々太政官へ可差出候事倫頓新聞紙原本横濱に
可有之速に探索取寄せたし 集議院へも廻す方か如何」
→前掲，『日本外交文書第3巻』 (1955年）， 490-4ペー ジ．
•岩倉具視，大隈重信宛の書簡で，外債募集については更に協議を重ねて
決定すべきであると表明．
→ 『大隈文書』 B77-3.
6月29日（明治3年6月1日）
・「朝参賀今日鉄道御借用金一条破談ノ事……朝評議有之破談二決ス。退出
後赤松（則良）方二参阿蘭陀二借用金之事を談ス」
→前掲，『大久保利通日記』， 112ペー ジ．
・日本政府，レーの職務を解き，東洋銀行を代理人に指名して業務継承を
委任．
→前掲，『明治前期第10巻』， 24-5ページ.F. 0. 46/126. pp.73 
-76. 
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6月30日（明治3年6月2日）
「今朝赤松子入来，借用金云々返詞有之•…••朝毎之通御評議有之」
→前掲，『大久保利通日記』， 112ペー ジ．
7月2日（明治3年6月4日）
「今朝赤松入来。阿蘭陀二借金之事於横浜蘭人二相談候虞ー往本国二懸
合云々卜之事」
→同書， 113ペー ジ．
7月3日（明治3年6月5日）
「大隈子赤松子吉井子入来，阿蘭陀借金之事示談」
→同書， 113ペー ジ．
7月4日（明治3年6月6日）
日本政府はレーを英国の投資家達の請負人として，同時に政府の代理人
として「2つの異なった地位に処遇したわけである。彼は後者の資格で
株式取引所に赴いて 9分利の公債を募集した……さらにまた前者の資格
で，…… 1 割 2 分で日本政府に提供する…•••日本政府は，……むしろ，
その公債を買い戻すつもりであるという。」（ハモンド宛パークス私信）
→田中，前掲， 387ペー ジ．
7月6日（明治3年6月8日）
The Times, Money-Market & City Intelligenceで， 5月21日付 The
Japan Mailの記事を引用し，鉄道敷設工事の順調な進行を報道．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 505ペー ジ．
7月15日（明治3年6月17日）
上野景範，特例弁務史に任命され英国派遣決定．
7月19日（明治3年6月21日）
・L'Echo du Japon (1870年創刊，日本最初の仏字紙）に日本の外債発行
をめぐって日本政府とレーとの交渉を促進するためパークス英公使が影
響力を行使したという記事が掲載される．これに対して英公使館よりパ
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ークスの汚名を全面的に否定した20日付け投書 (F.0. Adams)が同紙
に掲載される．
・晋仏戦争開始．
7月21日（明治3年6月23日）
・「日本政府とレー氏との間に紛争を惹起するかも知れないと懸念するい
われのあることを，遺憾ながら付け加えざるを得ない。」
日本政府とレーとの間で締結された文書は「その借款についての請負人
として，および日本政府のためにその借款を調達する代理人としての両
様の地位にレー氏を置くものである。レー氏は，彼がイギリスの資本家
仲間の一人として，仲間と共同の私財を清国や日本の政府に貸し付けす
べく渡来したと，日本側に一般に理解させてしまった。日本政府は，こ
の私的借款でなら100万ポンドの借款を喜んで受領していたかと思われ
るが，聞くところによれば，彼らは金融市場を通じて公然と関税や鉄道
を抵当にする意図はなかったと現在述べているという。」
レーの請負人としての行為が「代理人としての彼の地位と両立するや否
や，また後者の権能で雇い主である日本政府のために最善を尽くすべき
義務を負っていなかったか，そして，彼らの名により彼らの信用及び信
託を受けて行動したのであるから彼がそれ〔起債金〕を獲得したのと同
じ条件でその金を彼らに引き渡すべき義務がなかったかどうか， という
問題が起こって来る。」（クラレンドン宛パークス報告第97号）
→田中，前掲， 372-3ペー ジ．
• The Japan Herald, レーのロンドンでの資金調達の失敗とそれをめぐる
強い疑惑を露にした記事を掲載．
7月22日（明治3年6月24日）
•上野大蔵大丞及び租税権正前島 密，パークスの紹介状をもち，東洋銀
行員より鉄道差配役(Director)にスカウトされたカーギル(WilliamW. 
Cargill, 1813-94)と共に，レーの契約違反問題解決のため横浜から米汽
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船ジャパン号’で米国経由英国へ出立．
→前掲，『日本鉄道史上編』， 25ページ．及び『上野景範履歴』（『鹿
児島県立短期大学地域研究所研究年報』第11号， 1983年3月， 14
ペー ジ．
・パークス，ハモンド宛の私信で，日本政府の代理人と資本家の請負人と
しての身分を利用して差益を獲得しようとしたレーの行為を「思慮に欠
けた策」であり，同政府を「詐欺にかけ，ないしはその無智につけ込ん
だ」と彼を非難し，同政府が「一人のイギリス人からひどい目に遇わさ
れたのを見て，心痛に堪えない」と書き送る．
→田中，前掲， 378-9ペー ジ．
7月25日（明治3年6月27日）
・パークス，ハモンド宛の私信で，レーが友人と不和になって提訴された
が，それは「レー氏が故意の自己詐称によって自ら招いたこと」である
と批判．
→田中，同書， 380-1ペー ジ．
•伊藤博文，大隈重信宛の書簡で，「今朝モレル罷越，昨日従英国之新聞確
説ニハ無之候へども，議事院より少々議論ヲ出シ，我借財之儀二付レー
等之仲間二向テ問題ヲ出シ，此節紛々之論有之」と記す．
→前掲，『大隈重信関係文書 1』,278ペー ジ。
7月29日（明治3年7月2日）
レー，伊達・大隈・伊藤あての書簡で，既に40マイルのレールを購入し，
工事に必要な技師の人選 (19人）を終えた旨を伝える．
→前掲，『明治前期第10巻』， 31-2ペー ジ．
7月31日（明治3年7月4日）
パークス，クラレンドン宛の報告で，レーが友人達から1870年6月4日
に告訴されたことを伝えると共に，レーとの関係を弁明．またレーが1869
年7月日本に到着したが，その目的は日本政府に資金を提供することで
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あると語ったと．
→田中，同書， 384-91ペー ジ．
8月1日（明治3年7月5日）
パークス，ハモンド宛の私信で，レーと友人達との争いを「利得欲から
生じ」たものであり，彼は「迷惑を及ぼし兼ねないほど強欲で，始末に
負えない卑しむべき人物」である．そして日本政府は「明らかにレー氏
との関係を清算しようと欲している」と彼を批判．
→田中，同書， 396-7ペー ジ．
8月20日（明治3年7月24日）
The Times (Saturday), Money-Market & City Intelligence (Friday 
Evening)で「日本国債に対する需要は再び強まり，発行価格の98まで回
復した」と報道
8月22日（明治3年7月26日）
The Times (Monday), Money-Market & City Intelligence (Saturday 
Evening)で「日本公債は……活発な応募があった後，やや厳しく割引か
れていたが，他のすべての外国債が依然として発行時の価格を下回って
いるなかで，再び額面に戻っている。この回復は，……ヨーロッパが戦
乱状態にあるときに，日本が過去何百年にも及んだ狂信状態から抜け出
し，通商諸国家のなかでも傑出した地位をしめつつある」というような
日本にとって有利な情報を外国通信社が流しているからであると述べ，
また「日本の秩序全般と平穏さは完璧であると指摘した」駐日英公使の
最近の報告を紹介している．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 506-507ペー ジ．
〔8月24日く明治3年7月27日〉 日本政府，晋仏戦争に対し局外中立を宣
言〕
8月26日（明治 3年7月30日）
鉄道掛，大坂・神戸間の鉄道測量を開始．
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9月4日（明治3年 8月9日）
鉄道掛が民部省（閏7月10日に民部大蔵両省に分離）の所管となる．
→前掲，『鉄道沿革史』， 13ペー ジ．
9月5日（明治3年 8月10日）
The London and China Telegraph (The China Telegraphを1859年11
月28日より改題，ロンドンで発行），日本の外債発行をめぐって日本政府
とレーとの交渉を促進するためにパークス公使が影響力を行使したとす
る7月19日 (6月21日）付けの L'Echodu]aponの記事に対し，パーク
スの汚名を明確に否定し，同記事に反論した1870年7月20日付英公使館
の投書 (F.0. Adams)を転載．
また同紙は，レーのおこなった外債発行を日本政府が認めず，同問題処
理のため理事官が英国に派遣されようとしていること，それにも係わら
ず，対日投資に全く懸念はなく，政府は日々力を着けてきているので，
発行済の外債の利払いと償還が可能であるという通信員の記事 (7月22
日付）を掲載
9月6日（明治3年8月11日）
東洋銀行の頭取 (chiefmanager)スチアート (CharlesF.Stuart), レ
ーにあて 6月29日（旧暦6月1日）付の日本政府のレー解任命令書を書
簡に同封して送付．
〔解任理由〕①レーが資金提供者の請負人と資金需要者としての日本政
府の代理人という二重の身分を自己の利益のために利用したこと．②日
本政府は鉄道収益と海関税を300万謗の担保財源に充当すると考えてい
たのに対して，レーはそれらを100万榜の償還および利払い財源に充てた
こと．③資金調達方法として公募方式を採ったこと．
→前掲，『明治前期第10巻』 37-8,44ペー ジ．
9月14日（明治3年8月19日）
レー， TheLondon and China Telegraph (Sept, 5, 1870.)の批判記事
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(pp.589 & 601)に関して投書．日本政府の認めない公募発行の方法を
とった彼の行為を不可解と見なしたことに対して，そのような方法をと
ったのは日本政府と公債保有者の双方の利益を確保するためであり，万
事は順調に進んでいると反論．
→前掲，「明治前期財政史を彩ったイギリス外交官(1)」， 75ペー ジ．
9月19日（明治3年8月24日）
上野景範ら一行ロンドン到着（翌年9月26日帰朝）．カーギルを伴い東洋
銀行を訪問．スチアート，日本政府の代理人として本格的にレーと交渉
することを了承．
→拙稿，『明治前期 第10巻』， 35ページ．及び前掲，『上野景範履歴』
14ペー ジ．
9月24日（明治3年8月29日）
伊達・大隈・伊藤ら東洋銀行あての書簡で，レーによって人選された技
師19名の受入れ拒否をレーに知らせるように依頼．
→前掲，『明治前期第10巻』， 32ペー ジ．
10月10日（明治3年9月16日）
これまでに買入消却した関税国債の額は99,400榜で，その大部分は証券
取引所の仲買人から証書を買い戻したものである．他方，直接当該国債
所有者に買戻しを通達する方法もとっているが，「方今証書ヲ還致スル者
太夕少ナシ。是レ私財ヲ有スル者証書ヲ所有シテ以テ永久ノ利益ヲ謀ル
ヲ好ムカ故ナルヘシ。」（スチアートより横浜の東洋銀行宛の書簡及び10
月21日付レー宛の書簡）
→前掲，『明治前期第10巻』， 40ページ及び44-5ペー ジ．
（注）「公債証書買入費」の総額は英貨約105,940謗（邦貨516,991
円）．前掲，『明治財政史第8巻』， 872ペー ジ．
10月29日（明治 3年10月5日）
The New York Times, 在日通信員による横浜情報 (1870.8.22付）で
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レーの立案した新鉄道工事が順調に進行中であり，レーと仲間の投資家
との間でみられた意見の食い違が解決する前に運転段階に入ることを予
測した記事を掲載．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 512ペー ジ．
10月31日（明治3年10月7日）
The London and China Telegraph, レーが解任され替わって東洋銀行
が日本政府の代理となり，レーのおこなった100万ポンドの外債発行に関
して近々公示されるであろうと報道．
11月9日（明治3年10月16日）
日本政府の代理の東洋銀行，レー及びエルランジェ商会と日本政府との
和解の基礎として彼らに 7万ボンド支払うことで妥協．
→ 『大隈文書』 C686.「覚書」
11月10日（明治3年10月17日）
工部省を設置し，鉄道・電信等5掛をおく．
→前掲，『鉄道沿革史』， 13ペー ジ．
12月5日（明治3年11月11日）
The London and China Telegraph, 日本での鉄道建設用のレール，枕
木等の資材がグラスゴース，ロンドン，リバプールから日本に向けて積
み出されていると報道．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 513-514ペー ジ．
12月6日（明治3年11月12日）
レーの解任に関する示談成立．東洋銀行から日本政府に代わりエルラン
ジェ商会とレーに 7万ポンド支払われる．うち 1万3千ポンドがレーの
取り分．他に30万ポンドの資材購入代金も精算．
→ 『大隈文書』 C687.
＊ 日本側の資料では，レーに賠償として解約金20,250ポンド（邦貨
98,820円）が支払われる．算出の根拠は償還期間12年の利率差益 (3%) 
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額22万5千ポンドの 9%. これと募集費を合計すれば，関税公債の募集
に5万ポンド (24万4千円）要したことになる．
→前掲，『国債沿革略 全』108-9ページ．及び明治財政史編纂会編
纂『明治財政史第8巻(1)』（丸善書店， 1945年）， 872ペー ジ．
12月13日（明治3年11月19日）
The North-China Herald, 「Summaryof News」及び「Clippings」で
鉄道工事は順調に進み，江戸・横浜線はレールの敷設が可能であり，主
任技師のモレルは大坂線工事開始の打ち合わせのため神戸に出張中と報
道，
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 515-516ペー ジ．
12月20日（明治3年10月30日）
• The London and China Telegraph, 東洋銀行の公示が同紙の広告欄に
掲載されたことを報道すると共に，日本のロンドン資本市場への最初の
参入がこのような形でおこなわれたことに遺憾の意をあらわす．
• この月，神戸・大坂間の鉄道起工．
12月21日（明治3年10月31日）
The N orth-Chaina Herald, 日本政府は江戸・横浜間に電信線や鉄道を
敷設するため，外国の技術と資本を進んで利用し，豊富な炭田の開発の
ため外国の機器と指導を嬉々として採り入れたが，政治機構そのものも
西洋の規範に合わせて改革した．これほど大きな変化が導入されれば，
何か問題が起こらないはずはないと，急速な近代化に懸念を投げかける
一方，それを克服する日本人の知性に信頼を寄せた論説を掲載．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 516ペー ジ．
• 1871年
2月8日（明治3年12月19日）
大隈参議・寺島外務大輔，英公使館でパークスと鉄道建設と関税公債収
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入の償還に関して話し合う．
→前掲，『日本外交文書第3巻』， 505-6ペー ジ．
2月15日（明治3年12月26日）
The North-Chaina Herald, 「日本の鉄道計画はレーの精力的な援助を
失ったが，外国人の代理人が権力を握っていては面倒なことが起きる可
能性があると政府が危惧したことによる．ロンドンで調達中の資金が全
計画路線に要する建設費用よりも少額であったにもかかわらず，この額
に対して鉄道と関税収入を担保とすることに日本政府は難色を示し，レ
ーとの契約は解除された．この件に対する本紙記者の個人的感情は，日
本に間もなく鉄道が敷設されるということに対する全体的満足感を妨げ
るものではない」と報じる．
→前掲，『外国新聞に見る日本 ①』， 519ペー ジ．
2月中旬（明治3年12月下旬）
西郷隆盛，鹿児島を訪問中の勅使岩倉具視に呈上した「意見書」の中で，
「蒸気仕掛の大業，鉄道作りの類一切廃止し根本を固くし兵勢を充実す
る道を勤むべし」と鉄道建設に反対する．
→日本史籍協会編『岩倉具視関係文書 8』（東京大学出版会，復刻
1969年）， 122ページ．『岩倉公実記中巻』（再版，昭和2年）， 879
ページ．『西郷隆盛全集第3巻』（大和書房， 1978年）， 85ペー ジ．
7月6日（明治4年5月19日）
東洋銀行より日本政府大蔵大臣宛の書簡（レーヘの賠償金問題について）
→大隈文書C687.
9月20日（明治4年8月6日）
木戸・大隈ら汽車に試乗．木戸，日記に「蒸気道一条に付一昨年来天下
の議論大に沸騰一時為其に此挙を欲止すること数度，終に政府上にて窟
に尽力する所あり，其故は政府上にも一時迷もの甚不少，然るに今日の
成功の一端を見るに足る。不堪喜也」と記す．
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→日本史籍協会編『木戸孝允日記 2』（東京大学出版会， 1967年復
刻）， 84ペー ジ．
• 1872年
6月12日（明治5年5月7日）
和暦5月3日発布の太政官布告（第144号）により，品川・横浜間鉄道で
仮営業．
10月14日（明治5年9月12日）
明治天皇の臨席の下，新橋・横浜間 (18マイル）の盛大な開業式を挙行．
→前掲，『日本鉄道史上編』， 54,66ペー ジ．
10月15日（明治5年9月13日）
新橋・横浜間の鉄道の営業開始．
10月31日（明治5年9月29日）
鉄道工事落成．
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